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平成 29 年度 外国語科 

 

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

外国語 コミュニケーション英語Ⅱ ３ 第２学年 
Genius  

English CommunicationⅡ 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・コミュニケーション英語Ⅱの授業は、「話すこと」、「書くこと」、「聞くこと」、「読むこと」という４

技能の力をつける授業です。そのため、聞いたり読んだりしたことを基に情報や考えなどについて話し

たり書いたりする言語活動を多く行います。授業では積極的に活動に参加しましょう。 

・英語の語彙や文法については、実際のコミュニケーションでどのように使われるか、ということを意

識して学習することが大切です。常に「英語を使う」ということを意識して学習しましょう。 

・音読は外国語学習の中でとても大切な練習の一つです。英語のリズムやイントネーションに気をつけ、

聞いている人にきちんと伝わるような音読を心がけましょう 

 

２ 学習の到達目標（CAN-DO リストによる当該学年の４技能の到達目標） 

【第１学年】履修科目：「コミュニケーション英語Ⅱ」（３単位）及び「英語表現Ⅱ」（３単位） 

      主な教材：上記科目の教科書、教科書の内容に関連した別教材 

話すこと 書くこと 聞くこと 読むこと 

学習到達目標 
科目 

評価 

学習到達目標 
科目 

評価 

学習到達目標 
科目 

評価 

学習到達目標 
科目 

評価 

・英語で論理的に考

え、表現できる。 

・自分のことや身の回

りのことについ説明

を求められても、即

興で適切に応答する

ことができる。 

・簡単な語や表現を使

って、互いの意見交

換（賛成か反対か、

どう思っているかな

ど）をすることがで

きる。 

コ ミ

ュⅡ 

プ レ

ゼ ン

テ ー

シ ョ

ン・デ

ィ ベ

ート 

 

・身近な話題に関して

読んだり聞いたりし

た内容の要点を文章

で書くことができ

る。 

・身近な話題に関して

読んだり聞いたり

した内容に対する

意見や感想を基礎

的な語彙を用いて

書くことができる。 

コミュ

Ⅱ 

定期考

査 

 

 

・標準的なリスニング
力がある。 

・ディベートや物の政
策など一連の行動の
手順について、ゆっ
くりはっきりと指示
されればそのとおり
に行うことができ
る。 

・趣味やクラブ活動な
どの身近なトピック
についてゆっくりは
っきりと話されれば
具体的な情報を聞き
取ることができる。 

・ダンスや物の制作な
ど一連の行動の手順
について、ゆっくり
はっきりと指示され
ればそのとおり行う
ことができる。 

コミュ

Ⅱ 

小テス

ト 

 

 

・標準的な長文読解
力がある。 

・有名人物の伝記や
エッセイなどの英
文を読み、適宜辞
書も利用しながら
事実関係を把握す
ることができる。 

・有名人物の伝記や
歴史上の出来事に
ついての英文を読
み、適宜辞書も利
用しながら事実関
係を把握すること
ができる。 

・簡単な英語で表現
されていれば、ガ
イドブックなどを
読んで必要な情報
を見つけ出すこと
ができる。 

コ ミ

ュⅡ 

定 期

考査 

 

 

 

３ 学習評価（評価の観点と実施方法） 

観
点 

コミュニケーションへの 

関心・意欲・態度 
外国語表現の能力 外国語理解の能力 

言語や文化についての 

知識理解 

実
施
方
法 

コミュニケーションに関心をもち、積極

的に言語活動を行い、コミュニケーショ

ンを図ろうとしているかを的確に評価

できる方法で実施 

CAN-DO リストによる「話すこと」

と「書くこと」の到達目標を的確に

評価できる方法で実施 

CAN-DO リストによる「聞くこ

と」と「読むこと」の到達目標を

的確に評価できる方法で実施 

英語やその運用についての知識を実

に付けているとともに、その背景にあ

る文化などを理解しているかどうか

を的確に評価できる方法で実施。 



上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

４ 学習の活動 

単元 

（配当時間） 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 1 

（８時間） 

日米交流の

架け橋とし

てアメリカ

から日本に

送られたハ

ナミズキ。 

ハナミズキ

のルーツの

研 究 や

Hitoto Yo の

「ハナミズ

キ」にこめら

れた思いか

ら平和への

願いを学ぶ。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ハナミズキについて学

んだことについて、間

違うことを恐れず、積

極的に話す。 

・各セクションを読む前

に、宇宙について知っ

ている情報や、宇宙に

ついて考えていること

を、ワークシートに基

づいて、ペアで伝え合

う 

・ハナミズキについて

学んだことについ

て、間違うことを恐

れず、積極的に話し

ている。 

・ワークシートを提

出させ、その内容

を取組状況の判

断材料として活

用する。 

「外国語表現の能力」 

・ハナミズキに関して興

味をひかれた事柄につ

いて、適切に書く。 

・セクションごとに、興

味をひかれた事柄につ

いて、ワークシートに

英語で書く。 

ハナミズキに関して興

味をひかれた事柄に

ついて、適切に書く

ことができる。 

・ワークシートを提

出させ、その内容

を取組状況の判

断材料として活

用する。 

「外国語理解の能力」 

・ハナミズキの歴史や

Hitoha Yo の歌詞にこ

められた思いについて

読んだことを理解す

る。 

・セクションごとに、関

連した画像などを見な

がら、ハナミズキの平

和への願いをイメージ

とともに、その内容を

理解する。 

・日米交流の架け橋で

あるハナミズキにつ

いて、読んだことを

理解することができ

る。 

・定期テストの筆記

テストにおいて、

内容理解を問う

出題により、内容

理解ができてい

るかを判断する。 

「言語や文化についての知識理解」 

・It の用法を理解する 

・have/get ＋目的語＋

過去分詞の使い方を理

解する。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・It の用法、have/get 

＋目的語＋過去分詞

の使い方を理解して

いる。 

・例示する表現の使い

方を理解している。 

・言語の使用場面と

働きを意識した

定期テストの筆

記テストにおい

て、知識が身に付

いているかを判

断する。 

Lesson 2 

（８時間） 

英語を教え

に来日した

アメリカ人

の体験を通

して、外国語

を学ぶこと

はその背景

にある文化

も含めて学

ぶことであ

ることを知

る。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・間違うことを恐れず、
積極的に異文化理解に

対する考えについて話
す。 

・セクションごとの内容
に対する感想や意見に

ついて話すためのキー
ワードをワークシート
にメモし、それを参考

にしながらグループで
伝え合う。 

・間違うことを恐れず、
積極的に異文化理解

に対する考えについ
て話している。 

・ワークシートを提
出させ、その内容

を取組状況の判
断材料として活
用する。 

「外国語表現の能力」 

・この単元で学んだ語句
や表現を用いて、異文
化理解に対する考えな

どを、聞き手に伝わる
ように話す。 

・異文化理解に対する、
自身の考えなどを、グ
ループで互いに発表し

あう。 

・この単元で学んだ語
句や表現を用いて、
異文化理解に対する

考えなどを、聞き手
に伝わるように話す
ことができる。 

・グループでの言語
活動を観察する。 

・ワークシートを提

出させ、その内容
を取組状況の判
断材料として活

用する。 

「外国語理解の能力」 

・異文化理解についての

説明を読んで、その特

性に関する情報の概要

や要点を捉える。 

・セクションごとに、関

連した画像などを見な

がら、動物の睡眠とそ

の特性について読み、

イメージとともに、そ

の内容を理解する。 

・異文化理解について

の説明を読んで、そ

の特性に関する情報

の概要や要点を捉え

ることができる。 

・定期テストの筆記

テストにおいて、

内容理解を問う

出題により、内容

理解ができてい

るかを判断する。 

「言語や文化についての知識理解」 



・受動態の使い方を理

解する。 

・動名詞の受動態の使

い方を理解する。 

・本文中で用いられて

いる意味や用法を

確認する。 

・受動態の使い方を

理解している。 

・動名詞の受動態の

使い方を理解して

いる。 

・言語の使用場面

と働きを意識

した定期テス

トで知識が身

についている

かを判断する。 

 

単元 

（配当時間） 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 3 

（８時間） 

自然からヒ

ントを得て、

地球に優し

く現代社会

でも通用す

る技術が生

まれる事を

学ぶ。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・自然から生まれた技

術について考えて

いることを積極的

に話す。 

・パートごとの内容に

ついて話すための

キーワードや情報

を参考にしてペア

で伝え合う。 

・自然から生まれた

技術について考え

ていることを積極

的に話している。 

・ペアでの言語活

動を観察する。 

・ワークシートな

どを提出させ

判断材料とし

て活用する。 

「外国語表現の能力」 

・自然から生まれた技

術についての自分

の考えを書いて、聞

き手に伝わるよう

に話す。 

・ワークシートを用い

てペアで相談しな

がら考えをまとめ

ていく。 

・自然から生まれた

技術についての自

分の考えを書い

て、聞き手に伝わ

るように話すこと

ができる。 

・ペアでの言語活

動を観察する。 

・ワークシートな

どを提出させ

判断材料とし

て活用する。 

「外国語理解の能力」 

・自然からヒントを得

て技術が生まれる

理由について、読ん

だことを理解する。 

・パートごとに関連し

た画像や資料を見

ながら、その内容を

理解する。 

・自然からヒントを

得て技術が生まれ

る理由について、

読んだことを理解

している。 

・定期テストで内

容理解を問う

出題により、判

断する。 

「言語や文化についての知識理解」 

・複合関係詞の使い方

を理解する。 

・関係副詞の使い方を

理解する。 

・本文中で用いられて

いる意味や用法を

確認する。 

・複合関係詞の使い

方を理解してい

る。 

・関係副詞の使い方

を理解している。 

・言語の使用場面

と働きを意識

した定期テス

トで知識が身

についている

かを判断する。 

Lesson 4 

（8 時間） 

パレスチナ

人の１２歳

の少年の死

後、父親がド

ナーの提供

を承諾した。

イスラエル

人も移植を

受けた。イス

ラエル及び

世界からの

反応を通し

て父親が戦

争に No を示

したことを

学ぶ。 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・パレスチナとイスラ

エルの問題につい

て知っている情報

や考えていること

を積極的に話す。 

・セクションごとの内

容に対する意見に

ついて話すための

キーワードをワー

クシートにメモし、

グループで伝え合

う。 

・パレスチナとイス

ラエルの問題につ

いて知っている情

報や考えているこ

とを積極的に話し

ている。 

・グループでの言

語活動を観察

する。 

・ワークシートな

どを提出させ

判断材料とし

て活用する。 

「外国語表現の能力」 

・パレスチナとイスラ

エルの問題につい

て学んだ事をまと

めて、聞き手に伝わ

るように話す。 

・ワークシートを用い

てグループで相談

しながら考えをま

とめていく。 

・パレスチナとイス

ラエルの問題につ

いて学んだことを

まとめて、聞き手

に伝わるように話

すことができる。 

・グループでの言

語活動を観察

する。 

・ワークシートな

どを提出させ

判断材料とし

て活用する。 

「外国語理解の能力」 

・パレスチナとイスラ

エルの問題につい

て、読んだことを理

解する。 

・パートごとに関連し

た画像や資料を見

ながら、その内容を

理解する。 

・パレスチナとイス

ラエルの問題につ

いて、読んだこと

を理解している。 

・定期テストで内

容理解を問う

出題により、判

断する。 

「言語や文化についての知識理解」 



・仮定法の用法を理解

する。 

 

・本文中で用いられて

いる意味や用法を

確認する。 

・仮定法の用法を理

解している。 

 

・言語の使用場面

と働きを意識

した定期テス

トで知識が身

についている

かを判断する。 

 

 

単元 

（配当時間） 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 5 

（８時間） 

宮沢賢治が

２１世紀に

伝えようと

していとこ

とを学ぶ。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・宮沢賢治について知

っている情報や考

えていることを積

極的に話す。 

・パートごとの内容に

ついて話すための

キーワードや情報

を参考にしてペア

で伝え合う。 

・宮沢賢治について

知っている情報や

考えていることを

積極的に話してい

る。 

・ペアでの言語活

動を観察する。 

・ワークシートな

どを提出させ

判断材料とし

て活用する。 

「外国語表現の能力」 

・宮沢賢治が２１世紀

に伝えようとして

いたことについて

の自分の考えを書

いて、聞き手に伝わ

るように話す。 

・ワークシートを用い

てペアで相談しな

がら考えをまとめ

ていく。 

・宮沢賢治が２１世

紀に伝えようとし

ていたことについ

ての自分の考えを

書いて、聞き手に

伝わるように話す

ことができる。 

・ペアでの言語活

動を観察する。 

・ワークシートな

どを提出させ

判断材料とし

て活用する。 

「外国語理解の能力」 

・宮沢賢治が２１世紀

に伝えようとして

いたことについて、

読んだことを理解

する。 

・パートごとに関連し

た画像や資料を見

ながら、その内容を

理解する。 

・宮沢賢治が２１世

紀に伝えようとし

ていたことについ

て、読んだことを

理解している。 

・定期テストで内

容理解を問う

出題により、判

断する。 

「言語や文化についての知識理解」 

・無生物主語構文を理

解する。 

・強調構文を理解す

る。 

・本文中で用いられて

いる意味や用法を

確認する。 

・無生物主語構文を

理解している。 

・強調構文を理解し

ている。 

・言語の使用場面

と働きを意識

した定期テス

トで知識が身

についている

かを判断する。 

Lesson 6 

（８時間） 

マチュピチ

ュの建設理

由が近年明

らかになっ

たことと、世

界遺産に登

録されたこ

とによる利

点について

学ぶ｡ 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・マチュピチュについ

て知っている情報

や考えていること

を積極的に話す。 

・パートごとの内容に

ついて話すための

キーワードや情報

を参考にしてペア

で伝え合う。 

・マチュピチュ燃料

について知ってい

る情報や考えてい

ることを積極的に

話している。 

・ペアでの言語活

動を観察する。 

・ワークシートな

どを提出させ

判断材料とし

て活用する。 

「外国語表現の能力」 

・マチュピチュについ

ての自分の考えを

書いて、聞き手に伝

わるように話す。 

・ワークシートを用い

てペアで相談しな

がら考えをまとめ

ていく。 

・マチュピチュにつ

いての自分の考え

を書いて、聞き手

に伝わるように話

すことができる。 

・ペアでの言語活

動を観察する。 

・ワークシートな

どを提出させ

判断材料とし

て活用する。 

「外国語理解の能力」 

・マチュピチュの建設

理由や世界遺産登

録の利点ついて、読

んだことを理解す

る。 

・パートごとに関連し

た画像や資料を見

ながら、その内容を

理解する。 

・マチュピチュの建

設理由や世界遺産

登録の利点につい

て、読んだことを

理解している。 

・定期テストで内

容理解を問う

出題により、判

断する。 



「言語や文化についての知識理解」 

・動名詞の完了形の使

い方を理解する。 

・不定詞の完了形の使

い方を理解する。 

・本文中で用いられて

いる意味や用法を

確認する。 

・動名詞の完了形の

使い方を理解して

いる。 

・不定詞の完了形の

使い方を理解して

いる。 

・言語の使用場面

と働きを意識

した定期テス

トで知識が身

についている

かを判断する。 

 

 

単元 

（配当時間） 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 7 

（８時間） 

スイス出身

の画家パウ

ルクレーが

絵画と音楽

の融合を目

指していた

ことを学ぶ。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・パウルクレーについ

て知ったことを積

極的に話す。 

・セクションごとの内

容に対する意見に

ついて話すための

キーワードをワー

クシートにメモし、

グループで伝え合

う。 

・パウルクレーにつ

いて知ったことを

積極的に話してい

る。 

・グループでの言

語活動を観察

する。 

・ワークシートな

どを提出させ

判断材料とし

て活用する。 

「外国語表現の能力」 

・パウルクレーについ

て知ったことを聞

き手に伝わるよう

に話す。 

・ワークシートを用い

てペアで相談しな

がら考えをまとめ

ていく。 

・パウルクレーにつ

いて知ったことを

聞き手に伝わるよ

うに話すことがで

きる。 

・グループでの言

語活動を観察

する。 

・ワークシートな

どを提出させ

判断材料とし

て活用する。 

「外国語理解の能力」 

・パウルクレーについ

て、読んだことを理

解する。 

・パートごとに関連し

た画像や資料を見

ながら、その内容を

理解する。 

・パウルクレーにつ

いて、読んだこと

を理解している。 

・定期テストで内

容理解を問う

出題により、判

断する。 

「言語や文化についての知識理解」 

・関係代名詞の慣用表

現を理解する。 

・語順・同格を理解す

る。 

・本文中で用いられて

いる意味や用法を

確認する。 

・関係代名詞の慣用

表現を理解してい

る。 

・語順・同格を理解

している。 

・言語の使用場面

と働きを意識

した定期テス

トで知識が身

についている

かを判断する。 

Lesson 8 

（８時間） 

感情は２種

類に分類で

きる。動物に

も人間と同

じように複

雑な感情が

あり、人間と

動物を結び

つける働き

が出来る。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・動物の感情ついて知

っている情報や考

えていることを積

極的に話す。 

・パートごとの内容に

ついて話すための

キーワードや情報

を参考にしてペア

で伝え合う。 

・動物の感情につい

て知っている情報

や考えていること

を積極的に話して

いる。 

・ペアでの言語活

動を観察する。 

・ワークシートな

どを提出させ

判断材料とし

て活用する。 

「外国語表現の能力」 

・動物の感情について

学んだことをまと

めて、聞き手に伝わ

るように話す。 

・ワークシートを用い

てペアで相談しな

がら考えをまとめ

ていく。 

・動物の感情につい

て学んだことをま

とめて、聞き手に

伝わるように話す

ことができる。 

・ペアでの言語活

動を観察する。 

・ワークシートな

どを提出させ

判断材料とし

て活用する。 

「外国語理解の能力」 



・動物の行動から動物

の感情について読

んだことを理解す

る。 

・パートごとに関連し

た画像や資料を見

ながら、その内容を

理解する。 

・動物の行動から動

物の感情について

について、読んだ

ことを理解してい

る。 

・定期テストで内

容理解を問う

出題により、判

断する。 

「言語や文化についての知識理解」 

・there 構文を理解す

る。 

・二重限定を理解す

る。 

・本文中で用いられて

いる意味や用法を

確認する。 

・there 構文を理解

している。 

・二重限定を理解す

している。 

・言語の使用場面

と働きを意識

した定期テス

トで知識が身

についている

かを判断する。 

 

 

 

単元 

（配当時間） 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 9 

（８時間） 

サンテル教

授が語るカ

ントにとっ

ての自由と

倫理の関係

について。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・カントについて知っ

ている情報や考え

ていることを積極

的に話す。 

・パートごとの内容に

ついて話すための

キーワードや情報

を参考にしてペア

で伝え合う。 

・カントについて知

っている情報や考

えていることを積

極的に話してい

る。 

・ペアでの言語活

動を観察する。 

・ワークシートな

どを提出させ

判断材料とし

て活用する。 

「外国語表現の能力」 

・カントにとっての自

由と倫理の関係に

ついて学んだこと

をまとめて、聞き手

に伝わるように話

す。 

・ワークシートを用い

てペアで相談しな

がら考えをまとめ

ていく。 

・カントにとっての

自由と倫理の関係

について学んだこ

とをまとめて、聞

き手に伝わるよう

に話すことができ

る。 

・ペアでの言語活

動を観察する。 

・ワークシートな

どを提出させ

判断材料とし

て活用する。 

「外国語理解の能力」 

・カントにとっての自

由と倫理の関係に

ついて、読んだこと

を理解する。 

・パートごとに関連し

た画像や資料を見

ながら、その内容を

理解する。 

・カントにとっての

自由と倫理の関係

について、読んだ

ことを理解してい

る。 

・定期テストで内

容理解を問う

出題により、判

断する。 

「言語や文化についての知識理解」 

・倒置を理解する。 

・独立不定詞を理解す

る。 

・本文中で用いられて

いる意味や用法を

確認する。 

・倒置を理解してい

る。 

・独立不定詞を理解

している。 

・言語の使用場面

と働きを意識

した定期テス

トで知識が身

についている

かを判断する。 

Lesson 10 

（５時間） 

南アフリカ

のジャーナ

リストドナ

ルドウッズ

がアパルト

ヘイトに立

ち向かい歴

史を動かし

たことにつ

いて学ぶ。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・アパルトヘイトにつ

いて知っている情

報や考えているこ

とを積極的に話す。 

・パートごとの内容に

ついて話すための

キーワードや情報

を参考にしてペア

で伝え合う。 

・アパルトヘイトつ

いて知っている情

報や考えているこ

とを積極的に話し

ている。 

・ペアでの言語活

動を観察する。 

・ワークシートな

どを提出させ

判断材料とし

て活用する。 

「外国語表現の能力」 

・一人のジャーナリシ

トにより歴史が動

いたことを、聞き手

に伝わるように話

す。 

・ワークシートを用い

てペアで相談しな

がら考えをまとめ

ていく。 

・一人のジャーナリ

シトにより歴史が

動いたことを、聞

き手に伝わるよう

に話すことができ

・ペアでの言語活

動を観察する。 

・ワークシートな

どを提出させ

判断材料とし



る。 て活用する。 

「外国語理解の能力」 

・一人のジャーナリス

トが歴史を動かし

たことに関して、読

んだことを理解す

る。 

・パートごとに関連し

た画像や資料を見

ながら、その内容を

理解する。 

・一人のジャーナリ

ストが歴史を動か

したことに関し

て、読んだことを

理解している。 

・定期テストで内

容理解を問う

出題により、判

断する。 

「言語や文化についての知識理解」 

・前置詞＋関係代名

詞、文や節を受ける

which を理解する。 

・分詞構文使い方を理

解する。 

・本文中で用いられて

いる意味や用法を

確認する。 

・前置詞＋関係代名

詞、文や節を受け

るwhichを理解す

している。 

・分詞構文使い方を

理解している。 

・言語の使用場面

と働きを意識

した定期テス

トで知識が身

についている

かを判断する。 

 


